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愛媛県岩松川で得られたオキナワヤワラガニ 
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種の記録 

Hymenosomatidae ヤワラガニ科 

Neorhynchoplax okinawaensis (Nakasone and Takeda, 

1994) オキナワヤワラガニ（写真 1） 

標本 徳島県立博物館節足動物標本（TKPM-AR）

3314，1♂，甲長 2.8mm，甲幅 2.7mm，岩松川河口域

（愛媛県宇和島市津島町近家），2024 年 9 月 17 日，

和田太一採集． 

種の特徴 

上記標本は，甲が扁平な丸みのある三角形で，甲域

は明瞭に分かれる．額に 3 歯を持ち，前側縁に歯は

ないが，後側縁のやや腹側に前方へ向かう歯状突起

を 1 つ有する．鉗脚と歩脚は細長い．鉗脚の指部内

面に歯がある．歩脚の指節内縁に小歯をもち，剛毛も

列生する．以上の特徴が，三浦（2008）のオキナワヤ

ワラガニの特徴と一致したため，本種に同定された． 

備考 

上記標本は，岩松川と芳原川の合流地点付近の泥

に埋まった転石の下から採集された．第三著者の調

査では，2024 年 6 月 7 日および 7 月 22 日にも同所

で本種が確認されている．本種は静岡県から琉球列

島にかけて記録されており（乾ほか，2020），四国では

徳島県および高知県から記録されている（山本ほか，

2005，2006）．本報告は本種の愛媛県初記録となる． 
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写真１ Neorhynchoplax okinawaensis オキナワヤワラガニ（TKPM-AR 3314） 
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